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プログラム策定の趣旨

１ ⼈⼝減少・⾼齢化の急速な進展
２ 広域分散型社会
３ ⾃然災害に対する脆弱性
４ 道路施設の⽼朽化
５ 冬期における道路交通の現状
６ 交通事故の状況
７ ⾷産業の成⻑産業化実現に貢献
８ 観光⽴国実現に貢献

道路整備プログラムの体系

１ 幹線道路ネットワークの形成
・ ⾼規格幹線道路等ネットワークの形成
・ 活⼒ある都市の活性化を⽀える道路整備の推進
・ ⾷と観光を⽀えるネットワークづくり

２ 道路施設の⽼朽化対策と⻑寿命化の取組の推進
・ ⻑寿命化修繕計画に基づく⽼朽化対策等

３ 災害に強い道路交通環境の整備
・ 災害に備えた安全な道路交通環境の整備
・ 冬期における安全で快適な道路交通の確保

４ 安全・安⼼な道路交通の確保
・ 幹線道路や通学路等における交通安全対策の推進
・ ⽇常⽣活を⽀える⽣活道路の整備
・ 中⼼市街地の活性化に向けたまちづくりの推進

⽬ 次

●はじめに ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

●道路整備を取り巻く現状や課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・２

●道路整備の基本⽅針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

●位置図、事業箇所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２



プログラム策定の趣旨

○対象路線
北海道全体の道路ネットワークを⽰すため、⾼速⾃動⾞国道、⼀般国道、道道、

市町村道を対象とします。（※札幌市内を除きます）

○対象期間
２０１８年度から２０２７年度までの１０年間とします。

はじめにはじめに

広⼤な⾯積に１７９の市町村が点在する本道は、広域分散型
社会を形成しており、⼈の移動、物資の輸送の⼤半を⾃動⾞交
通に依存していることから、道路は、道⺠⽣活や経済活動を⽀
える重要な社会基盤です。

これまで道では、「北海道総合計画」や「新・ほっかいどう
社会資本整備の重点化⽅針」に基づき、物流や観光を⽀える交
通ネットワークや安全で安⼼な道路交通環境などの整備を進め
てきました。

しかしながら、加速するインフラ⽼朽化、頻発・激甚化する
⾃然災害への備え、⼈⼝減少等への対応など道路整備を取り巻
く環境が変化しており、計画的・戦略的な整備計画が必要と
なっています。

⾼規格幹線道路においては、総延⻑に対する未着⼿の割合が
本道を除く全国では4.3%であるのに対して、本道は25.9%と
なっており、ネットワークは未だ脆弱な状況にあります。

また、２０３０年度末には北海道新幹線の札幌開業も予定さ
れており、圏域間の連携強化、観光地へのアクセス⽀援、農⽔
産物を中⼼とした物流の効率化による⽣産性の向上など道路に
求められる役割はさらに⼤きくなっています。

本プログラムは、こうした現状や課題を踏まえて、より⼀層
計画的かつ効率的な道路整備・機能強化に取り組むため、今後
１０年間の本道における道路整備の⽅向性を⽰し、着実に道路
整備を実施するための指針として活⽤することを⽬的として策
定します。
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⾼齢化率ピーク時⼈⼝⽐

北海道⼈⼝ 全国⼈⼝

北海道⾼齢化率 全国⾼齢化率

全国ピーク時

12,806万⼈（2010）

2015年

北海道：538万⼈、29％

全国：12,709万⼈、27％

2045年

北海道：400万⼈、43％

全国：10,286万⼈、38％

北海道ピーク時

569万⼈（1995）

２

■市町村別⼈⼝減少率

（北海道総合開発計画（平成28年3⽉閣議決定）概要版）

2040年には8割の市町村で3割以上の⼈⼝減少

○北海道は全国を上回るスピードで⼈⼝減少・⾼齢化が進展しており、総⼈⼝は
２０１５年の５３８万⼈から２０４５年には４００万⼈まで減少、⾼齢化率は
２０１５年の２９％から２０４５年には４３％まで上昇する⾒込みです。

■⼈⼝及び⾼齢化率の推移

１．⼈⼝減少・⾼齢化の急速な進展

２．広域分散型社会

○広域な北海道においては都市が分散しており、最寄り都市までの平均道路距離
は全国の約２倍〜３倍となっています。

○本道の医療機関は道内中核都市に集中しており、救命救急センター等へのアク
セス性が課題となっています。

○⼈流・物流に関しては⾃動⾞に依存している地域が多くあります。

■最寄都市までの平均道路距離（km） ■救命救急センター病院位置

：救命救急センターが所在する市
：⾼規格幹線道路開通区間（2018年9⽉末時点）

資料：国⼟交通省運輸局HP

■北海道内の旅客者全移動⼿段に対しての
⾃動⾞による移動割合（H28年度）

道路整備を取り巻く現状や課題

出典：国勢調査、国⽴社会保障・
⼈⼝問題研究所「将来推計⼈⼝」

鉄道

0%

海運

2%

自動車

98%

鉄道
海運
自動車

■輸送モード別北海道内間の貨物流動量割合
（H28年度）

３１万トン
７４３万トン

３５,９３７万トン

資料：貨物地域流動調査

※集計には離島を含まない。
資料：NITAS（総合交通分析システム）H24年度Ver.2.0を⽤いて集計

※最寄都市までの平均道路距離とは、
対象⼈⼝規模未満の都市から
対象⼈⼝規模の都市までの
道路距離の平均値

市町村別人口減少率

(2010年→2040年（推計）)

：割合70%以上
：割合90%以上

着
発

道北 94.4% 88.6% 51.8% 0.0% 92.7%

道東 96.0% 97.1% 43.4% 0.0% 96.2%

道央 48.9% 45.9% 38.7% 33.5% 38.8%

道南 0.0% 0.0% 11.2% 79.8% 78.6%

道北 道東 道央 道南 北海道

札幌

函館

旭川

名寄

北⾒

帯広 釧路

砂川

※資料：平成27年度道路交通センサス

：⾼次医療施設への60分圏外（91市町村）

：⾼次医療施設への60分圏内（88市町村）



３．⾃然災害に対する脆弱性

３

阿寒摩周国⽴公園

2000.3.31 有珠山噴火

火砕流が発生した

十勝岳噴火 1988年

2016.8 台風10号被害

清水大樹線(清水町)の被害状況

2018.7.3 豪雨災害

天人峡美瑛線(美瑛町)の被害状況

2018.9.6 地震災害

北海道胆振東部地震による道路被災

道路整備を取り巻く現状や課題

■北海道管理の経過年数別橋梁割合

20年後には50年経過の橋梁が全体の約６割に！

（719橋→3,279橋 約５倍に増加）

20年後には50年経過の橋梁が全体の約６割に！

（719橋→3,279橋 約５倍に増加）

3,279橋719橋

【橋梁床版抜け落ち事象発⽣】【橋梁主桁の劣化状況】

○⾼度経済成⻑期以降に整備された橋梁やトンネルなどの道路施設が今後急速に
⽼朽化し、本格的な更新時期を迎えます。

４．道路施設の⽼朽化

○北海道は頻繁に⼤きな⾃然災害が発⽣し、その度に各地で交通が⼨断され、産
業、⽣活⾯において多⼤な影響を受けています。⾼規格幹線道路の暫定２⾞線
区間の４⾞線化や、防災・減災対策など、強靱性・信頼性の⾼い道路交通環境
の確保が課題となっています。

現在２０１７年 ２０年後（２０３７年）

橋齢５０年以上

橋齢２５年以上 ５０年未満

橋齢２５年未満

道内で発生した主な災害の状況



吹雪, 65%

降雪, 10%

雪崩, 1%

路面凍結, 1%

落石・地すべり等, 5%

越波・冠水, 9%
道路施設損傷, 3%

その他, 6%

６．交通事故の状況

道路整備を取り巻く現状や課題

４

H16.１北⾒豪雪

５．冬期における道路交通の現状

■道道の通⾏⽌め要因（H21.4〜H30.3）

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
愛知県 愛知県 愛知県 愛知県 愛知県 愛知県 愛知県 愛知県 愛知県 愛知県 愛知県 愛知県 愛知県

389 326 318 281 256 276 235 219 204 213 212 200 189
北海道 北海道 埼玉県 北海道 北海道 東京都 北海道 兵庫県 神奈川県 大阪府 千葉県 埼玉県 千葉県

277 286 232 218 東京都 215 埼玉県 187 185 196 185 177 186
千葉県 東京都 北海道 埼玉県 215 埼玉県 200 千葉県 千葉県 千葉県 大阪府 東京都 埼玉県

266 269 228 207 207 186 182 180 161 164 175
埼玉県 千葉県 東京都 大阪府 茨城県 兵庫県 東京都 北海道 兵庫県 兵庫県 東京都 兵庫県 神奈川県

265 254 218 東京都 205 197 183 静岡県 182 178 159 161 162

東京都 大阪府 千葉県 205 大阪府 大阪府 大阪府 184 埼玉県 埼玉県 北海道 千葉県 兵庫県

263 248 213 201 197 182 173 北海道 158 154 152
北海道 北海道 177 北海道 北海道

6位 190 7位 169 8位 148 141 8位

５位

１位

２位

３位

４位

○平成３０年の北海道における交通事故死者数は、前年より７⼈少ない１４１⼈
となっていますが、依然として全国的に⾒て⾼い⽔準であることから、交通安
全の対策が課題となっています。

○交通死亡事故原因の多くは⾞両単独および正⾯衝突ですが、歩⾏者・⾃転⾞に
よる対⾞両事故も依然として３割程度を占めている状況です。

急カーブによる⾞両単独事故 対向する⾞両の正⾯衝突事故

通⾏⽌め要因

の『約８割』
が冬期間

※合計：約5,500件

○北海道は国内や国外の主な降雪都市と⽐べて年間降雪量が多い地域です。

○冬期における安全な道路の確保は、道内の経済活動の活性化や地域医療の充実
など、道⺠の安全安⼼な暮らしを守る上で必要不可⽋です。

■交通事故死者数ワースト順位の推移

■事故類型別死者数（札幌市を除く道道）

⾞両単独
29%

正⾯衝突
21%

出会い頭
7%

⼈対⾞両
25%

⾃転⾞対⾞両
4%

その他
14%

⾞両単独および
正⾯衝突が多い

対⾞両事故も
約３割を占める



平成27年度（概算値）の都道府県別⾷料⾃給率（農林⽔産省）

■北海道からの⾷品輸出額の推移 (単位：億円)

北海道農政部調べ（H30.4）

５

訪⽇外国⼈旅⾏者
「4,000万⼈時代」の実現に

北海道が⼤きく貢献！

北海道観光⼊込客数調査（北海道）
訪⽇外客数の動向（JNTO）

■訪⽇外国⼈旅⾏者の推移

※全国は年⼈数、北海道は年度⼈数

○北海道は豊かな⾃然環境や、四季折々の景観によって、国内外から⾼い評価を
得ており、政府が掲げる｢訪⽇外国⼈旅⾏者数４,０００万⼈｣といった観光⽴国
の実現に向けて⼤きく貢献します。

○主要観光拠点が分散している道内においては、豊富な観光資源を活⽤するため
観光地間を効率よく移動できる道路交通網の整備が課題となっています。

８．観光⽴国実現に貢献

７．⾷産業の成⻑産業化実現に貢献

道路整備を取り巻く現状や課題

旭⼭動物園
（⽩クマ）
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H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H37
（暦年）

北海道
674億円

道の⽬標
1,500億円

政府⽬標
1兆円（H31）⾷⽂化・⾷産業のグローバル

展開に向けて⼤きく貢献！

H25 H26 H27 H28 H29 H32

115万⼈ 154万⼈ 208万⼈ 230万⼈

1,036万⼈
1,341万⼈

1,974万⼈

2,404万⼈

2,869万⼈

北海道
279万⼈

政府⽬標
4,000万⼈

道の⽬標値
500万⼈

約１割が北海道！

全国
北海道

○北海道は広⼤な農地で育まれた農産品や豊富な⽔産品を強みとし、我が国の⾷
料供給基地として貢献しています。

○道産⾷品の輸出額は１０年間で約２.６倍に増加しており、より⼀層、我が国の
グローバル化に寄与するためには、物流を⽀える空港や港湾などへのアクセス
道路の整備が課題となっています。

釧路帯広

札幌

小樽

北見
旭川

苫小牧

江別

10万人以上の都市

主な観光地

高規格幹線道路開通区間

函館 高規格幹線道路未開通区間

然別湖

十勝岳連山 阿寒湖

知床岬
知床五湖

野付半島

霧多布湿原

小清水原生花園

摩周湖
屈斜路湖

ｵﾎｰﾂｸ海沿岸の流氷

襟裳岬

網走監獄

開陽台

納沙布岬

硫黄山

温根沼

静内二十間道路

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ銀座

愛国・幸福

釧路湿原

宗谷岬礼文島桃岩付近の

高山植物群落

利尻山・利尻島

サロベツ原野

天塩川

天人峡

天売島海鳥繁殖地

富良野ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ畑

美瑛の丘

北防波堤ドーム

ｸｯﾁｬﾛ湖

層雲峡

大雪山
雨竜沼湿原

大通公園

旭山動物園

積丹
余市

黄金岬

ルスツ

ニセコアンヌプリ

北竜ひまわり畑

小樽運河

支笏湖

札幌雪まつり・YOSAKOIｿｰﾗﾝ祭り

羊蹄山

有珠山

洞爺湖

登別温泉

駒ヶ岳

五稜郭跡

大沼

青函ﾄﾝﾈﾙ

鴎島

函館山と市街地

池田ワイン

昆布刈石展望台

シーサイドパーク広尾キャンプ場

忠類ナウマン象記念館

オンネトー

北見ハッカ記念館

サロマ湖

北海道立サンピラーパーク

羊と雲の丘

トロッコ王国美深

滝の上公園

はぼろバラ園

旧花田家番屋

米田御殿

賀老の滝

噴火湾パノラマパーク
箱館戦争官軍上陸の跡

東蝦夷地ヲシャマンベ陣屋跡

優駿さくらロード

太陽の森ディマシオ

幻想美術館

千歳サケのふるさと館

■道内の主な観光地と
⾼規格幹線道路


